
（1）会報第 109号	 	 令和 4年 8月 1日

会 員 数（4. 7. 1 現在）

男性　 498人 ［＋  1人］

女性　 136人 ［＋18人］

  計 　 634人 ［＋19人］

　　　  ［　］内は前年同月比
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「初夏の宵」登石	登様提供

【
金
賞
】　
災
害
は
　
自
信
と
油
断
の
　
隙
間
か
ら
　
　
濱
松
知
宏
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令
和
4
年
度
定
時
総
会
が
6
月
9

日
、
あ
び
こ
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
豊
口
讓
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

こ
の
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
令
和
3
年
度
監
査
報
告
、

令
和
3
年
度
補
正
予
算
・
事
業
報
告
、

令
和
4
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、

議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
①
令
和
3

年
度
決
算
、
②
理
事
の
選
任
、
③
監

事
の
選
任
、
④
役
員
報
酬
等
及
び
費

用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
の
4

件
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
に
は
会
員
総
数
６
２

４
人
の
う
ち
４
３
０
人
（
出
席
者
16

人
、
委
任
状
３
７
０
人
、
議
決
権
行

使
書
44
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

世
界
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上

昇
、
食
料
な
ど
多
く
の
生
活
必
需
品

が
値
上
が
り
し
、
私
た
ち
の
生
活
を

脅
か
し
て
い
る
こ
と
等
、
イ
ン
フ
レ

が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
情
況

は
落
ち
着
い
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ

高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
昨

年
度
は
一
部
の
仕
事
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
中
止
も
あ
り
、
大
変
厳
し
い
業

績
で
契
約
額
・
会
員
数
と
も
に
目
標

を
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
員
数
に
つ
い
て
は
我
孫
子
市
の

協
力
に
よ
り
、
広
報
「
あ
び
こ
」
に

募
集
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
、

更
に
入
会
説
明
会
を
利
便
性
の
良
い

場
所
に
変
更
し
て
お
り
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

一
方
契
約
額
に
つ
い
て
は
回
復
の

め
ど
が
立
っ
て
お
ら
ず
早
急
な
対
策

が
必
要
で
す
。
更
に
大
き
な
課
題
と

し
て
、
令
和
5
年
10
月
か
ら
始
ま
る

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
存
続
を
左
右
す
る
大
き
な
問

題
で
こ
の
対
応
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
か
ら
第
3
次
中
長
期
計
画

が
新
た
に
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
と

力
を
合
わ
せ
計
画
の
達
成
に
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
今
年
度
も
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
は
続
き
ま
す
が
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
が

持
っ
て
い
る
豊
富
な
知
識
・
ス
キ
ル

な
ど
を
生
か
し
て
、
仕
事
を
す
る
こ

と
で
社
会
と
つ
な
が
り
、
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
シ
ル
バ
ー
事
業
を
次
世

代
に
つ
な
げ
、
会
員
を
増
や
し
、
市

民
の
皆
様
か
ら
仕
事
を
頂
き
、
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。　

▼
会
長
あ
い
さ
つ

令
和
4
年
度
定
時
総
会
を
開
催

【
銀
賞
】　
作
業
中
　
声
掛
け
あ
っ
て
　
安
全
に
　
　
鈴
木
文
夫
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【
銅
賞
】　
曲
が
り
角
、
前
後
、
左
右
に
注
意
し
て
　
自
信
過
剰
は
事
故
の
も
と
！
　
　
渡
邉
浩
章

新
た
に
選
出
さ
れ
た
正
副
会
長
お

よ
び
役
員
を
紹
介
し
ま
す
。
常
務
理

事
の
任
期
は
令
和
5
年
総
会
終
結
時
。

　

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
課

題
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
し
た
会
員

数
と
仕
事
を
増
や
す
こ
と
で
す
。

　

高
齢
者
の
方
々
の
豊
富
な
知
識
と

経
験
を
活
か
し
、
働
き
な
が
ら
社
会

に
貢
献
で
き
る
喜
び
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
組
織
に
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

一
期
目
は
、
会
員
皆
様
と
の
奉
仕

活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
等
に
よ

り
中
止
と
な
り
、
会
員
皆
様
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
輪
の
拡
大
は

出
来
ず
、
大
変
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
私
に
と
っ
て
二
期
目
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
も
健
康
で
生
き
甲
斐
を

持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
で
会

員
の
皆
様
の
お
役
に
立
ち
ま
す
よ
う
、

一
生
懸
命
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
満
足
し
て
頂
け
る

セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
、
希
望
す
る

仕
事
を
提
供
で
き
る
よ
う
役
員
及
び

事
務
局
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
連
携

し
、
就
業
機
会
の
拡
大
、
新
た
な
就

業
分
野
の
開
拓
に
努
め
て
い
く
と
と

も
に
、
安
全
安
心
に
就
業
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
理
　
事
】

　

多
く
の
方
達
か
ら
頼
ら
れ
る
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
に
、
又
会
員
の
皆
様

が
働
き
が
い
の
あ
る
セ
ン
タ
ー
に
成

る
よ
う
、
力
足
ら
ず
で
す
が
一
歩
一

歩
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

二
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
環
境
の
中
、

現
況
最
終
社
会
活
動
期
に
於
い
て
、

微
力
な
が
ら
、
お
役
に
立
て
る
様
、

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
気
に
か
か
り
、

千
葉
は
、
我
孫
子
は
、
と
新
聞
を
見

て
一
喜
一
憂
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

今
後
と
も
お
役
に
た
て
る
よ
う
、
微

力
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
シ
ル
バ
ー
の
活
動
も

制
限
さ
れ
る
中
、
一
期
目
を
ど
う
に

か
務
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
二
期

目
は
よ
り
よ
い
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
二
年
の
任
期
が

過
ぎ
、
他
の
理
事
の
方
々
に
つ
い
て

い
く
だ
け
で
し
た
が
、
こ
の
経
験
を

活
か
し
二
期
目
に
臨
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
に
お
世
話
に
な
り
十
四

年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
度
は
微
力
な

が
ら
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
、

引
き
受
け
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
元
気
な
高
齢

者
が
増
え
る
時
代
で
す
。「
日
々
新
」

毎
日
新
鮮
な
気
持
ち
で
、
感
謝
の
心

を
忘
れ
ず
、
仲
間
と
共
に
助
け
合
い

な
が
ら
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

住
ん
で
い
る
我
孫
子
で
地
域
に
関

係
し
た
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
入
会
し
た
事
で
、
望
み
が
叶
い
ま

し
た
。
任
期
二
年
ガ
ン
バ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
私
に
で
き
る
こ
と
を
、

精
一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
役
員
紹
介
（
任
期
：
4
年
6
月
9
日
〜
6
年
総
会
終
結
時
）

会
長

　

豊
口
　
　
讓

副
会
長

　

佐
々
木
　
學

常
務
理
事

　

日
暮
　
等

渡
邉
　
浩
章

中
尾
　
　
敏

小
宮
山
利
子

平
塚
　
茂
人

田
中
　
忠
元

富
塚
　
信
子

島
﨑
き
よ
み

海
野
　
哲
文

中
村
　
純
一
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【
金
賞
】　
災
害
は
　
自
信
と
油
断
の
　
隙
間
か
ら
　
　
濱
松
知
宏

【
監
　
事
】

　

2
年
余
り
の
コ
ロ
ナ
禍
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
マ
ス
ク
生
活
に
も
す
っ
か

り
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
早
く
穏
健

な
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
明
る

く
楽
し
い
平
和
な
将
来
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
環
境
で
は
あ

り
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら
側
面
か
ら

セ
ン
タ
ー
運
営
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
定
時
総
会
で
次
の
3
名
の
理

事
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
大
き
く
貢
献

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
人
生
で
3
つ
の
職
業

を
経
験
し
ま
し
た
。
最
後
に
シ
ル
バ

ー
で
働
け
た
こ
と
で
「
働
く
こ
と
の

本
当
の
意
味
」
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
で
の
日
々
と
て
も
勉
強

に
な
り
良
い
経
験
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
と
も
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
ご
発
展
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

4
年
間
の
理
事
や
事
務
局
員
と
の

交
流
を
通
じ
、
充
実
し
た
貴
重
な
経

験
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
益
々

の
シ
ル
バ
ー
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

（
令
和
4
年
3
月
31
日
付
）

　

中
村
氏
は
、
平
成
28
年
に
入
社
さ

れ
、
同
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
放
置

自
転
車
管
理
業
務
を
担
当
。
会
員
や

発
注
元
で
あ
る
我
孫
子
市
と
連
携
を

深
め
業
務
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
は
理
事
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
運
営

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
。

（
令
和
4
年
5
月
31
日
付
）

　

木
下
氏
は
、
平
成
27
年
に
入
社
さ

れ
、
主
に
派
遣
事
業
を
担
当
。
分
析

能
力
の
高
さ
か
ら
就
業
先
の
開
拓
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
所
内
で
の
職
員
へ
の

サ
ポ
ー
ト
は
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ

ん
。

（
令
和
4
年
4
月
1
日
付
）

　

4
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
主
に
駐
輪
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
市
の
環
境
整
備
に
少
し
で
も
お

役
に
た
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
令
和
4
年
6
月
13
日
付
）

　

6
月
か
ら
事
務
局
に
採
用
さ
れ
、

主
に
派
遣
業
務
を
担
当
し
ま
す
。
微

力
な
が
ら
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
理
事
会
の
下
に

総
務
、
広
報
な
ど
六
部
会
を
設
置
し
、

セ
ン
タ
ー
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

各
部
会
の
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

●
総
務
部
会

　

総
会
に
付
議
す
べ
き
事
項
、
規
則

	

・
規
程
・
要
綱
・
基
準
の
制
定
及
び

改
廃
、
理
事
及
び
監
事
候
補
者
の
選

考
、
財
務
及
び
組
織
、
新
規
独
自
事

業
の
承
認
及
び
他
の
部
会
に
属
さ
な

い
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

●
安
全
就
業
部
会

　

会
員
の
健
康
・
安
全
及
び
そ
の
他

安
全
就
業
に
関
す
る
こ
と
。

●
広
報
部
会

　

セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓
発
及
び
宣
伝
、

会
報
「
シ
ル
バ
ー
手
賀
沼
」
の
編
集

及
び
発
刊
、
そ
の
他
の
広
報
に
関
す

る
こ
と
。

●
適
正
事
業
推
進
部
会

　

適
正
事
業
、
高
齢
者
に
適
し
た
仕

事
の
開
拓
及
び
提
供
、
会
員
の
加
入

促
進
に
関
す
る
こ
と
。

●
独
自
事
業
運
営
部
会

　

独
自
事
業
の
運
営
、
習
作
展
、
そ

の
他
作
品
発
表
に
関
す
る
こ
と
。

●
女
性
部
会

　

女
性
会
員
の
増
強
と
就
業
機
会
の

拡
大
、
女
性
会
員
相
互
の
親
睦
、
そ

の
他
女
性
会
員
に
関
す
る
こ
と
。

川
岸
　
幸
彦

●
退
任
す
る
役
員

●
新
規
採
用
職
員

●
退
職
職
員

平
間
　
智
治

嘱
託

　

渡
邉
　
茂
実

嘱
託

　
中
村
　
純
一

的
山
ケ
イ
子

髙
橋
　
富
江

八
重
樫
貞
榮

嘱
託

　
木
下
　
敏
生

●
部
会
の
役
割

嘱
託

　
佐
藤
　
勝
彦
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【
銀
賞
】　
作
業
中
　
声
掛
け
あ
っ
て
　
安
全
に
　
　
鈴
木
文
夫

　

令
和
5
年
10
月
か
ら
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
会
員
が

受
け
取
る
配
分
金
に
含
ま
れ
る
消
費

税
額
分
を
仕
入
控
除
で
き
な
く
な
り
、

そ
の
消
費
税
額
を
セ
ン
タ
ー
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
請
負
契
約
（
委
任
を
含
む
）
で
就

業
し
た
会
員
の
配
分
金
（
派
遣
は
除

く
＝
賃
金
）
は
、
内
税
と
し
て
消
費

税
（
10
％
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
年

間
に
受
け
取
る
配
分
金
額
は
１
０
０

０
万
円
未
満
で
あ
る
た
め
、
納
税
義

務
は
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
（
会
員
は

免
税
事
業
者
で
す
）。

　

公
益
社
団
法
人
で
あ
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、「
収
支

相
償
（
公
益
目
的
事
業
の
収
入
が
費

用
を
上
回
っ
て
は
な
ら
な
い
）」
が

原
則
で
、
新
た
な
税
負
担
の
財
源
は

な
く
、
導
入
後
は
セ
ン
タ
ー
事
業
運

営
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
懸
念
さ

れ
ま
す
。

■
当
セ
ン
タ
ー
が
受
け
る
影
響

　

令
和
3
年
度
で
試
算
し
た
場
合
、

令
和
3
年
度
の
配
分
金
の
総
額
は
、

２
億
９
２
５
５
万
円
で
、
そ
の
消
費

税
額
は
２
９
２
５
万
円
で
す
。

　

今
後
、
新
た
に
毎
年
２
２
３
０
万

円
の
税
負
担
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の

財
源
確
保
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
セ

ン
タ
ー
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
な
お
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

導
入
後
数
年
は
、
控
除
額
の
経
過
措

置
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
係
る

情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

数字で見る我孫子市シルバー人材センターの実績（５年毎）

H23年度
H28年度
R 3 年度

●契約金額
270,932,819円
322,950,688円
292,551,152円

H23年度
H28年度
R 3 年度

●就業会員数（就業率）
543人　87.9%
606人　87.7%
507人　82.4%

●一人当たり就業日数（月平均）
9.0日
9.4日
8.9日

●受注件数
1,398件
1,539件
1,046件

●会員数
618人（男483人・女135人）
691人（男536人・女155人）
615人（男490人・女125人）

●一人当たり配分金（月平均）
33,542円
35,518円
37,530円

●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入

に
係
る
重
要
な
お
知
ら
せ

♥
平
成
28
年
11
月
「
世
は
ま
さ
に
女

性
活
躍
社
会
」、
女
性
部
会
発
足
。

♥「
猫
パ
ッ
チ
ン
」
を
作
製
し
、
平

成
29
年
5
月
あ
び
こ
福
祉
ま
つ
り
や

平
成
30
年
11
月
つ
つ
じ
荘
ま
つ
り
で

販
売
。

♥
平
成
29
年
11
月
〜
令
和
元
年
10
月

ま
で
に
計
5
回
健
康
体
操
を
開
催
。

肩
こ
り
、
腰
痛
予
防
等
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
体
操
や
ヨ
ガ
等
67
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、
開

催
を
自
粛
中
で
す
。

♥
令
和
2
年
9
月
、
猫
パ
ッ
チ
ン
に

続
く
小
物
づ
く
り
と
し
て
、
新
た
に

「
ポ
ン
ポ
ン
小
物
」
を
作
製
。

♥
令
和
3
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
よ
り
活

動
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、

感
染
状
況
を
注
視
し
、
活
動
再
開
を

目
指
し
ま
す
。

〔
女
性
部
会
活
動
履
歴
〕

つつじ荘まつりにて販売健康体操（ヨガ）かわいいポンポン小物作り



令和 4年 8月 1日	 シ ル バ ー 手 賀 沼	 （6）

●
空
家
管
理
事
業

　

平
成
30
年
よ
り
、
我
孫
子
市
と
の

間
で
空
家
等
の
適
正
な
管
理
の
推
進

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

遠
方
に
住
ん
で
い
て
、
空
家
の
適

正
な
管
理
が
困
難
な
方
な
ど
の
依
頼

を
受
け
、
着
実
に
実
績
を
伸
ば
し
て

い
ま
す
。

●
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

平
成
28
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、
2
件

が
継
続
中
で
す
。

　

課
題
は
担
い
手
不
足
で
あ
り
、
会

員
の
活
躍
で
き
る
場
を
増
や
す
為
に

も
、
事
業
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

●
事
業
紹
介

　
毎
年
、
4
月

〜
11
月
に
か
け

て
、
我
孫
子
市
内
の
小
学
校
13
校
、

中
学
校
6
校
、
合
計
19
校
の
樹
木
剪

定
、
除
草
作
業
を
我
孫
子
市
よ
り
請

け
負
っ
て
い
ま
す
。

　
第
4
回

目
は
、
体

力
勝
負
の

こ
ち
ら
の

職
場
を
ご

紹
介
し
ま

す
。

■
樹
木
剪

定
は
1
校

に
つ
き
3

日
間
の
作

業
を
行
い

ま
す
。
暑

さ
に
加
え
、

毛
虫
や
蜂
、

時
に
は
蛇

が
出
て
く

る
事
も
あ

り
、
安
全

作
業
に
加
え
注
意
が
必
要
で
す
。
毛

虫
が
つ
か
な
い
よ
う
な
切
り
方
や
、

枯
れ
木
が
折
れ
て
ケ
ガ
を
し
な
い
等
、

子
供
達
が
安
全
に
活
動
出
来
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
る
と

の
事
。
ま
た
、
仕
事
を
通
じ
て
、
我

孫
子
市
へ
貢
献
が
出
来
た
ら
と
も
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

■
除
草
作
業
は
、
1
校
に
つ
き
2
日

間
の
作
業
を
前
期
と
後
期
に
1
回
ず

つ
行
い
ま
す
。
学
校
の
敷
地
は
広
大

な
為
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
作
業
を

し
ま
す
が
、
全
部
の
作
業
を
仕
上
げ

る
に
は
、
残
念
な
が
ら
決
め
ら
れ
た

日
数
で
は
作
業
し
き
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雨
天
で
作
業
順

延
と
な
っ
た
時

は
、
予
定
の
組

み
直
し
に
一
番

苦
労
す
る
と

お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
作

業
後
の
ゴ
ミ
を

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
運
ぶ
回

収
運
搬
担
当
は
、

水
分
を
含
む
と

特
に
ゴ
ミ
袋
が

重
く
な
る
し
、

ト
ラ
ッ
ク
へ
の

上
げ
下
ろ
し
が

辛
い
時
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　
子
供
達
の
為

に
と
働
く
皆
さ

ん
は
大
変
な
が

ら
も
生
き
生
き

と
就
業
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

〔
職
場
の
声
〕

●
よ
く
あ
る
ご
質
問
【
植
木
剪
定
】

我
孫
子
に
住
ん
で

　
会
社

員
生
活

時
代
は

誰
も
が

家
に
は

寝
に
帰

る
だ
け
。

十
年
前

の
あ
る

日
か
ら
毎
日
が
日
曜
日
の
生
活
。

時
々
数
時
間
か
け
て
手
賀
沼
へ
の

散
歩
が
日
課
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表

は
真
っ
白
。
そ
の
一
年
後
、
市
の

広
報
誌
に
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
と
「
長
寿
大
学
」
の
募
集

が
あ
り
応
募
。
幸
い
同
時
に
入
る

事
が
で
き
、
ま
た
趣
味
の
同
好
会

（
囲
碁
）
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
も
参
加
。
日
常
が
一
変
。
結
構

多
忙
に
な
り
、
仕
事
仲
間
、
長
寿

大
学
の
友
人
、
同
好
会
の
仲
間
と

の
飲
み
会
は
有
意
義
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
た
の
は
三
年
前
ま

で
。
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、

元
の
生
活
に
戻
る
事
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。（
掲

載
さ
れ
る
頃
が
楽
し
み
‼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
英
夫

み

ん

な

の

憩

い

の

広

場

低
山
登
山
の
す
す
め

　
よ
く
登
る
山
を
マ
イ
・
ホ
ー
ム

マ
ウ
ン
テ
ン
と
い
う
そ
う
で
す
が
、

私
の
そ
れ
は
筑
波
山
の
隣
に
あ
る

宝
篋
山
で
す
。
山
の
名
の
由
来
と

な
っ
た
経
文
を
納
め
た
宝
篋
印
塔

が
山
頂
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

か
だ
か
５
０
０
ｍ
に
満
た
な
い
い

わ
ゆ
る
低
山
で
す
が
、
多
彩
な
コ

ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、

毎
回
飽
き
る
こ
と
な
く
楽
し
め
ま

す
。
山
登
り
の
基
礎
体
力
を
つ
け

る
為
に
は
、
下
半
身
の
筋
肉
を
鍛

え
る
事
が
必
要
で
す
が
、
手
軽
に

出
来
る
方
法
と
し
て
、
習
慣
化
し

た
ス
ク
ワ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
ス
ク
ワ
ッ
ト
よ
り
も
一
層
の
効

果
が
期
待
出
来
る
低
山
登
山
を
お

薦
め
し
ま
す
。
マ
イ
・
ホ
ー
ム
マ

ウ
ン
テ
ン
を
見
つ
け
、
登
山
で
健

康
増
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

近
藤
淳
一

山
と
公
園
巡
回

　
五
十
歳
の
頃
社
会
人
山
岳
会
に

入
り
、
今
も
続
け
て
い
ま
す
。Ｓ

Ｊ
Ｃ
で
は
公
園
巡
回
業
務
三
年
目

に
。
当
初
先
輩
か
ら
の
指
導
は
ほ

と
ん
ど
車
移
動
で
し
た
が
、
歩
い

て
巡
回
で
き
る
場
所
は
歩
き
で
。

あ
る
公
園
で
巡
回
中
に
声
を
か
け

ら
れ
、
私
服
姿
で
分
か
ら
な
か
っ

た
が
、
他
の
公
園
業
務
を
や
っ
て

い
る
人
で
し
た
。Ｓ
Ｊ
Ｃ
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
い
る
と
、
会
員

の
人
や
一
般
の
人
か
ら
も
声
を
か

け
ら
れ
ま
す
。
家
内
と
公
園
散
歩

の
時
に

は
、
つ

い
不
具

合
箇
所

な
ど
な

い
か
と

見
て
し

ま
い
ま

す
。
山

仲
間
以

外
に
も
多
く
の
知
り
合
い
が
増
え
、

今
後
共
体
力
の
続
く
限
り
、
山
と

公
園
巡
回
（
期
限
あ
り
ま
す
が
）

を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
葉
俊
明

自
身
を
磨
き
た
い

　
私
は
現
在
、
西
部
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
仲
間
7
人
と
楽
し
く
働
い
て

い
ま
す
。
若
い
頃
か
ら
古
代
史
に

興
味
が
あ
り
、
時
間
が
あ
れ
ば
古

墳
を
見
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。

風
光
明
媚
な
手
賀
沼
の
周
辺
に
も

数
多
く
の
古
墳
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
時
間
が
あ
れ
ば
、
手
賀
沼
を

散
策
。
古
へ
の
人
々
の
姿
を
思
い

浮
か
べ
、
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
私
の
生
ま
れ
は
、
古
へ
の
言

葉
で
言
え
ば
、伊
予
国
（
愛
媛
県
）、

現
在
は
千
葉
県
（
下
総
国
）
に
居

住
し
て
い
ま
す
。
我
孫
子
市
の
老

人
の
人
々
の
意
識
高
い
文
化
の
取

り
組
み
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

残
り
少
な
い
人
生
を
文
化
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
森
和
善

ほ
う
き
ょ
う
さ
ん

「水神山古墳」
東葛地区最大の
　　前方後円墳

い
に
し

い
に
し

【
銅
賞
】　
曲
が
り
角
、
前
後
、
左
右
に
注
意
し
て
　
自
信
過
剰
は
事
故
の
も
と
！
　
　
渡
邉
浩
章

年度

平成 30年度

令和元年度

令和 2年度

令和 3年度

受注件数

21件

15件

20件

36件

実績報告

Ｑ
１
　
庭
木
の
剪
定
を
頼
み
た

　
　
い
け
ど
受
付
方
法
は
？

毎
月
最
初
の
営
業
日
に
3
ヵ
月

先
の
作
業
予
約
を
承
り
ま
す
。

原
則
1
日
（
土
日
祝
日
の
場
合
、

最
初
の
営
業
日
）
8
時
30
分
よ

り
電
話
で
受
付
し
ま
す
。

例
：
8
月
1
日
（
月
）
受
付

　
　
　
　
　
↓
作
業
月
は
11
月

Ｑ
２
　
伐
採
は
出
来
る
か
？

伐
採
は
承
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

原
則
、
3
メ
ー
ト
ル
以
下
の
中

低
木
の
剪
定
で
す
。

Ｑ
３
　
受
付
後
の
流
れ
は
？

作
業
月
に
近
づ
き
ま
し
た
ら
、

担
当
会
員
よ
り
連
絡
を
し
、
お

見
積
り
に
伺
い
ま
す
。

お
客
様
の
ご
要
望
を
お
聞
き
し
、

金
額
を
提
示
後
、
ご
了
解
頂
け

ま
し
た
ら
作
業
日
を
決
め
ま
す
。

作
業
終
了
後
、
事
務
局
よ
り
請

求
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
銀

行
振
込
に
て
お
支
払
い
下
さ
い
。

な
お
、
振
込
手
数
料
は
お
客
様

の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

剪
定
作
業
会
員
も
大
募
集
中
‼
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我
孫
子
に
住
ん
で

　
会
社

員
生
活

時
代
は

誰
も
が

家
に
は

寝
に
帰

る
だ
け
。

十
年
前

の
あ
る

日
か
ら
毎
日
が
日
曜
日
の
生
活
。

時
々
数
時
間
か
け
て
手
賀
沼
へ
の

散
歩
が
日
課
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表

は
真
っ
白
。
そ
の
一
年
後
、
市
の

広
報
誌
に
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
と
「
長
寿
大
学
」
の
募
集

が
あ
り
応
募
。
幸
い
同
時
に
入
る

事
が
で
き
、
ま
た
趣
味
の
同
好
会

（
囲
碁
）
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
も
参
加
。
日
常
が
一
変
。
結
構

多
忙
に
な
り
、
仕
事
仲
間
、
長
寿

大
学
の
友
人
、
同
好
会
の
仲
間
と

の
飲
み
会
は
有
意
義
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
た
の
は
三
年
前
ま

で
。
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、

元
の
生
活
に
戻
る
事
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。（
掲

載
さ
れ
る
頃
が
楽
し
み
‼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
英
夫

み

ん

な

の

憩

い

の

広

場

低
山
登
山
の
す
す
め

　
よ
く
登
る
山
を
マ
イ
・
ホ
ー
ム

マ
ウ
ン
テ
ン
と
い
う
そ
う
で
す
が
、

私
の
そ
れ
は
筑
波
山
の
隣
に
あ
る

宝
篋
山
で
す
。
山
の
名
の
由
来
と

な
っ
た
経
文
を
納
め
た
宝
篋
印
塔

が
山
頂
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

か
だ
か
５
０
０
ｍ
に
満
た
な
い
い

わ
ゆ
る
低
山
で
す
が
、
多
彩
な
コ

ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、

毎
回
飽
き
る
こ
と
な
く
楽
し
め
ま

す
。
山
登
り
の
基
礎
体
力
を
つ
け

る
為
に
は
、
下
半
身
の
筋
肉
を
鍛

え
る
事
が
必
要
で
す
が
、
手
軽
に

出
来
る
方
法
と
し
て
、
習
慣
化
し

た
ス
ク
ワ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
ス
ク
ワ
ッ
ト
よ
り
も
一
層
の
効

果
が
期
待
出
来
る
低
山
登
山
を
お

薦
め
し
ま
す
。
マ
イ
・
ホ
ー
ム
マ

ウ
ン
テ
ン
を
見
つ
け
、
登
山
で
健

康
増
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

近
藤
淳
一

山
と
公
園
巡
回

　
五
十
歳
の
頃
社
会
人
山
岳
会
に

入
り
、
今
も
続
け
て
い
ま
す
。Ｓ

Ｊ
Ｃ
で
は
公
園
巡
回
業
務
三
年
目

に
。
当
初
先
輩
か
ら
の
指
導
は
ほ

と
ん
ど
車
移
動
で
し
た
が
、
歩
い

て
巡
回
で
き
る
場
所
は
歩
き
で
。

あ
る
公
園
で
巡
回
中
に
声
を
か
け

ら
れ
、
私
服
姿
で
分
か
ら
な
か
っ

た
が
、
他
の
公
園
業
務
を
や
っ
て

い
る
人
で
し
た
。Ｓ
Ｊ
Ｃ
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
い
る
と
、
会
員

の
人
や
一
般
の
人
か
ら
も
声
を
か

け
ら
れ
ま
す
。
家
内
と
公
園
散
歩

の
時
に

は
、
つ

い
不
具

合
箇
所

な
ど
な

い
か
と

見
て
し

ま
い
ま

す
。
山

仲
間
以

外
に
も
多
く
の
知
り
合
い
が
増
え
、

今
後
共
体
力
の
続
く
限
り
、
山
と

公
園
巡
回
（
期
限
あ
り
ま
す
が
）

を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
葉
俊
明

自
身
を
磨
き
た
い

　
私
は
現
在
、
西
部
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
仲
間
7
人
と
楽
し
く
働
い
て

い
ま
す
。
若
い
頃
か
ら
古
代
史
に

興
味
が
あ
り
、
時
間
が
あ
れ
ば
古

墳
を
見
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。

風
光
明
媚
な
手
賀
沼
の
周
辺
に
も

数
多
く
の
古
墳
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
時
間
が
あ
れ
ば
、
手
賀
沼
を

散
策
。
古
へ
の
人
々
の
姿
を
思
い

浮
か
べ
、
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
私
の
生
ま
れ
は
、
古
へ
の
言

葉
で
言
え
ば
、伊
予
国
（
愛
媛
県
）、

現
在
は
千
葉
県
（
下
総
国
）
に
居

住
し
て
い
ま
す
。
我
孫
子
市
の
老

人
の
人
々
の
意
識
高
い
文
化
の
取

り
組
み
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

残
り
少
な
い
人
生
を
文
化
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
森
和
善

ほ
う
き
ょ
う
さ
ん

「水神山古墳」
東葛地区最大の
　　前方後円墳

い
に
し

い
に
し

【
金
賞
】　
災
害
は
　
自
信
と
油
断
の
　
隙
間
か
ら
　
　
濱
松
知
宏



令和 4年 8月 1日	 シ ル バ ー 手 賀 沼	 （8）
　

令
和
4
年
5
月
末
日
を
も
っ
て
廃

止
致
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
会
員
の

皆
様
の
要
望
や
意
見
の
集
約
は
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
に
よ
り
対
応
し

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、「
探
勝
会
」「
歩
く

会
」「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
」
の
活
動

及
び
奉
仕
活
動
を
中
止
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
後
再
開
に
向
け
て
検
討

し
ま
す
。
再
開
の
際
は
事
前
に
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

●
刈
払
機
操
作
講
習
会
を
実
施

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
飛
び
石
に
よ
る

事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
は
2
回
講
習
会
を
開

催
し
、
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

刈
払
機
操
作
の
経
験
が
豊
富
な
会

員
ば
か
り
で
す
が
、
原
点
に
立
ち
返

り
、
安
全
な
操
作
方
法
に
つ
い
て
講

義
と
実
技
の
双
方
で
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

●
安
全
巡
回
実
施

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
、
会
員
の
就
業
先
を
訪
問
す

る
安
全
巡
回
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
に
訪
問
し
た
就
業
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
令
和
3
年
9
月
8
日

　

植
木
剪
定
業
務

〇
令
和
3
年
10
月
12
日

　

除
草
業
務

〇
令
和
3
年
11
月
10
日

　

公
園
管
理
業
務

〇
令
和
4
年
2
月
9
日

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
場
内
業
務

●
令
和
3
年
度
事
故
報
告

　

傷
害
…
5
件
（
前
年
度
比
±
0
）

　

賠
償
…
6
件
（
前
年
度
比
＋
1
）

　

令
和
4
年
度
の
体
制
で
す
。
就
業

に
関
す
る
こ
と
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
申
込

　

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
参
加
希

望
の
方
は
事
前
に
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
・
時
間

　

交
通
の
利
便
性
が
良
い
市
内
公
共

施
設
等
で
開
催
致
し
ま
す
。
詳
し
く

は
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
ご
用
意
い
た
だ
く
物

　

健
康
保
険
証
、
筆
記
用
具
、
印
鑑
、

会
費
（
年
間
２
４
０
０
円
）、
本
人

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
最

近
支
払
っ
た
領
収
証
な
ど
）。
詳
細

は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
入
会
説
明
会
の
ご
案
内

常
務
理
事

日
暮

　
　等

石
川

　健
二

事
務
局
長

庶
務
・
経
理
担
当

若
杉

　幸
次

澁
谷

　隆
司

中
嶋

　一
美

津
川

　聖
功

兵
頭

　和
行

中
野

　克
利

松
永

　勝
美

佐
藤

　勝
彦

業
務
担
当

主
査

主
事安

全
推
進
員

津
川

　聖
功

（
兼
任
）

主
事 駐

輪
担
当

岩
崎

　文
夫

渡
邉

　茂
実

●
事
務
局
体
制

根戸、我孫子、久寺家、つくし野
並木、船戸、白山、若松
緑、寿、栄、泉、高野山
天王台、青山台、南青山
岡発戸、下ヶ戸、柴崎台
湖北台、中峠、古戸、中里
新木野、南新木
布佐、布佐平和台

地　区

計

男 女 計
11
13
10
4
6
12
3
8
67

6
5
7
2
1
4
0
2
27

17
18
17
6
7
16
3
10
94

●
サ
ー
ク
ル
活
動
・

奉
仕
活
動
に
つ
い
て 【

銀
賞
】　
作
業
中
　
声
掛
け
あ
っ
て
　
安
全
に
　
　
鈴
木
文
夫

●
安
全
就
業
部
会
活
動
報
告

●
推
進
員
設
置
規
程
の
廃
止

茨城県
取手市

（利根川）

利根川土手
約５km

我孫子市
老人福祉
センター
つつじ荘

→銚子

→布佐

水
戸
　
大
利
根
橋

国
道
６
号
　
　
東
京

我
孫
子
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

←

↑

↓

●
令
和
3
年
度

新
入
会
員
数
報
告
（
94
人
）


